
Vol.3連絡先/〒543-0045 大阪市天王寺区寺田町2-5-6-902

電話 06-6772-1360 Fax 06-6772-1376 e-mail jimukyoku1@f-zenkoku.net

一般社団法人 社会福祉経営全国会議

第5期管理職養成学校ニュース

管理と経営は似ているようで違うことを意識してほしい。「管理」
は、本来やるべきことをおこなうこと、事故を起こさず、安定的に
事業を運営することであるが、「経営」は財務や人事、法人の方
向性を考えないといけない。方向性のない「経営」はあり得な
い、という強い言葉と、管理職や経営職は日々の仕事の中で
「ゆらぎ」が出てくると思うが、学校で学びあうことを活かしてほし
い、卒業したあとにはぜひ一緒にビールを飲みましょう！とお話
いただきました。

社会福祉法人さつき福祉会 あいほうぷ吹田 施設長 仁木 悟

同友会時代から管理職養成学校の事務局に入って、気が付けば長い期間が経ち
ました。事務局仕事は大変ですが、毎年アップグレードされた講師の方々の講義
が無料で聞けたり、何より福祉分野を超えた様々な全国の管理職の方々との出会
いや繋がりの蓄積は貴重すぎます！講座ごとに飲み会もあります。楽しい学校事
務局に皆さんも入りませんか？

事務局の舞台裏

表面：汎用パターン

権利としての社会福祉を守る全国の社会福祉法人のみなさん！ 分野と地域をこえて手をつなぎましょう！ 

～第２講座 社会福祉法人の在り方を学ぶ～ 
10月23日に開催された、第2講座「社会福祉法人の在り方を学ぶ」の模様をお伝えします。
講師は、全国会議会長の茨木範宏氏です。第2講座のねらいは以下の通りです。

【第2講座のねらい】

①社会福祉法人の歴史と、果たしてきた役割について再認識し、併せて今日的な課題に対峙する確信をも
ち、 行動へとつなげる力を獲得する。
②自法人の理念を自らの言葉で他者に伝える力を獲得する

③他者の課題を共有することを通じて、管理職としての問題意識をさらに深め、ひいては自らの抱える課題
を 別の角度から見直す機会とする
④他法人・他分野の管理職との実のある交流を深める契機とする

午前の部は養成学校恒例のプレゼンテーション。
第2講座のテーマは『「我が法人の経営理念」と「社会福祉法人が地域で果た
す役割について」』です。

事前準備として「法人のトップ或いはそれに近い方からお話をうかがう」ことを
お願いしました。ご協力いただいた各法人の皆さまありがとうございました。
そして、迎えたプレゼン本番、3分間で地域住民対し法人を語り、役割を説明し
ました。1枚のパネルに伝えたい想いを詰め込み、自分の言葉で地域の方々へ
伝える素晴らしいプレゼンテーションが展開されました！
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2025年11月25日発行

「全国会議は、2016年当時に社会福祉法人制度改革

真っ只中で、社会福祉法人バッシングもあった中、準
備を始め、高齢、障害、保育の分野から集まって、また
研究者の力を借りながら2020年4月に発足し、権利と
しての社会福祉を守るべく活動し5年が経過したこと。

そんな中、次世代の管理職育成の課題の声が多く
聞かれるようになり、大阪の社会福祉経営者同友会
のころからおこなっていた管理職養成学校を全国会議
が引き継ぎ、バージョンアップしながら今に至っている
という経過と、「大変だ」などとの数々の伝説は「ほぼ
本当です(笑)」「大変だからこそ楽しい」「一緒に楽しが

ることができる仲間をつくることができることが、この学
校の最大の魅力です」と、受講生にがんばってほしい
というメッセージが送られました。

茨木先生は「歴史を学んだうえで自分の言葉
で語れているか」「地域とのつながりを具体的な
風景として描けているか」をポイントとして講評さ
れました。今回の発表は地域での取り組みや展
望が確かに語られ、「社会福祉法人は地域に貢
献している」と堂々と言える内容だったと評価さ
れました。また、法人名を大切にし“社会福祉法
人○○の○○です”と名乗る意義についても触
れられました。



第５期各ゼミ名は・・・

【A】 ゆいまーる
【B】 BTF

（ベアー・ザ・フューチャー）

【C】 NOBISHIRO
【D】 チームワクワクドリームダイアリー

4つのゼミで、第５期の受講生、そし

て事務局一同楽しく学んでいきたい
と思います！！

第２部では、。
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養成学校という名の「航海」に出発しました！

【開校式のねらい】
①管理職養成学校発祥の経緯や意義を理解することにより、受講生の学習意欲を高める 
② 受講生の緊張や不安を緩和し、さらに仲間意識や連帯感を高める機会とする 
③ 管理職養成学校について、受講生・当該施設(法人)の双方に説明することで、本学校の目的や学習方法
等の共有化をはかる 

名北福祉会 梶村智美氏
１つ目、講義を受けて福祉全体に視野がひろがった。難しい講義だったが、講義の後にゼミの仲間と復習したり、予習を
したことで学びが深まった。２つ目、人に助けを求めることの心地よさを感じることができた。頼ったり頼られることが
大切だと感じている。そして ３つ目は、ゼミでは力をもらった。同じ志をもった「なかま」と楽しみながらチャレン
ジをしていってほしい。学校生活に「いってらっしゃーい」と受講の先輩として温かい声をかけてくれました。

第４期卒業生による、プレゼンデモンストレーション～② 

午後はゼミ形式で、社会福祉法人をめぐる現状を学びました。全国
の3〜4割が赤字であり、介護分野の厳しさ、障害分野への企業参入
の侵攻、株式会社は人件費率が低い構造で利益を出しやすい現実が
示されました。人材不足の背後には処遇改善費が人材産業へ流れて
しまう歪みがあり、営利と非営利の違いが見えにくい時代の課題が共
有されました。

保育園の子どもたちにも、最初から期待いっぱいで話しかける子、様子を見てくる子と様々。受講する皆さんも、仲間
と共に自分の未知、知らない部分に歩んでいくこと、自分の枠に入るだけではなく、その範囲を広げてもらいたいと思
う。１年後の自分の姿を想像してもらいたい。法人側としても、養成学校事務局から電話をもらい、法人でのプレゼン
の発表の機会を設けてもらえたらと助言をいただき、それを法人で実行している。法人にとっても、そのプレゼンを通
して議論を重ねていった経緯がある。そんな法人にとっても有意義な学校となった。学校の仲間と共にいろんなことを
チャレンジして学校生活をしてほしいとエールを送っていただきました。

人間って本当にいいな、仲間って本当にいいな、という内容の開校式だった。そんなことを深まる学校生活を送って
ほしい、との言葉で開校式１部が締めくくられました。

第２部では、ゼミ名の紹介と、１部より細かな学校の説明をおこないました。

次回：第３講座 

「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」 

2025年11月20日(木)～21日（金）

講師：

社会福祉法人は、地域の福祉要求と
自治体の取り組みのなかで公共性・非
営利性を基盤として誕生してきた歴史
があります。しかし助成は減少し、公的
責任が後退する現代では、準営利的な
立ち位置へ押し込まれる危機も生じて
います。こうした歴史を学ぶことは、「な
ぜ社会福祉法人で働くのか」を考えるた
めの重要な視点となります。

国は「生産性向上」「ICT活用」「大規
模化」を推進し、合併の前段階である
社会福祉連携推進法人を整備してい
ます。福祉が市場原理に飲み込まれ
つつある状況を踏まえ、規模にかかわ
らず“豊かな連携”をどうつくるかが問
われています。これから学ぶ人にとっ
ても「どこへ向かうのか」という大きな
問いを共有し、未来の福祉を担う立場
で考える必要があることが示されまし
た。

国の政策と“求められる姿”

歴史を知り、社会福祉法人
の強みを捉える

社会福祉法人の現実を知る

未来をつくるために、強みをどう活かすか

Bゼミ BTF
（ベア・ザ・フューチャー）

よさのうみ福祉会理事長 青木一博氏

ワークセンター花音管理者 藤原さゆり氏

株式会社シオノ鋳工 代表取締役 塩野浩士氏

第3講座
組織運営を学ぶ

「社会福祉法人の強みとは？」をテーマにグループワークを行いました。各グ
ループの報告から営利法人との違いにも着目しつつ、各ゼミで講義の中身が整
理され、今後の展望を見出す論議ができたことが伺えました。

講義のまとめとして茨木先生は社会福祉法人の強みについて「公益性・非営
利性」「地域との協働」「制度化を支えてきた歴史」「専門性と育ちあいの職場文
化」の4点を挙げられました。

新内閣も発足してますます情勢は厳しいですが、民主的な経営力を高め、地
域課題に向き合い、社会福祉法人の強みを活かして情勢を押し返そう！その
ために、自法人の成り立ちと実践を確信にすることが重要で、社会福祉法人だ
からできることを事業や実践で示していきましょう。権利を守る社会福祉法人が
認知され、地域の福祉を守りつくる存在として、その目線を持ち、実効的な取り
組みができるかどうかが、これからの社会福祉法人の経営にとってカギとなる。
今日の学びをどのように活かしていくのか、またいっしょに考えていきたいし、全
国会議のなかで具体的に実践していきたい。と心強い言葉で第2講座は締めく

くられました。この日の学びで更に受講生の皆さんが各地域で強みを活かした
福祉実践を展開してくれることを期待しましょう！
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